このたびは数あるスピーカーの中から GENELEC 803 0 A をお選び 
いただきありがとうございました。 

製品の概要 

803 0 A は2ウェイ2アンプ方式のコンパクトなサイズでありながら 
高出力、ワイドレンジでフラットな周波数特性を実現した高性能ア 
クティブ. モニター.スピー カーでず。 

本体内部のパワ ー• アンプ、ドライバー-ユニット、アクティブ • 
クロスオーパ’一-フィルター、保護回路などはアクティブ-スピー 
力一 として卜ー タル- バランスに優れたものを使用していまず。 

新開発のアルミダイキャスト製 MDE エンクロージャーと最新型 
DCW プレートの相乗効果で音響的な反射干渉を最小限にとどめ、 
ずばらしい再現性を実現していまず。また、お域の補強用として別 
途 7050 B または 7060 B サブウーファーを併用できまず。 

配置 

803 0 A は1台に対して1本の AC 電源コードが付属しまず 。 AC 
電源の電圧は100 V 専用でず。聴取位置方向に対して正確に音響 
軸を調整してください（図1参照)。 



• TREBLE TILT ( SWI ) : 5 kHz よりも上の高域のレベルを約2 
dB 減衰しまず。高域のきらびやかさを}甲さえたいときに滑らか 
に高域を抑制できまず。吸音処理が十分でない部屋ではこのス 
イッチを ON にずることをお薦めしまず。 

• BASS TILT (SW3 、 SW4) :お域の減衰量を調整しまず。パネ 
ル面に印刷された説明のよラに3段階の調整が可能でず。聴取 
距離が近い場合も近接効果でお域が盛り上がる場合がありまず 
のでこの調整が有効でず。 

• BASS ROLL-OFF ( SW 2) : 85 Hz よりも下のかなりおい帯域 
を減衰させるときに使いまず。また、705 0 B サブウーファーを 
併用ずる場合は常時 ON にしてください。 


を続 

電気的な接続が完了ずるまでは本体の電源スイッチを入れないで、 
ボリューム•ノブは完全に音量を絞りきった状態（反時計回り）にし 
てください。また、電源コードのアース線は接続ずることをお薦め 
しまず。音声信号の入力端子はメス座の XLR 端子でず。入カイン 
ピーダンスは10 kQ のバランス仕様でず。アンバランス仕様の音 
声信号を入力ずる場合は図2のよラに XLR 端子の3番ピンと1番 
グランドをシヨートさせてください（ 2 番ピンが Hot です)。 

XLR オス座の端子は音声出力用で、別の 8030 A とデイジーチェ 
—ン接続 （6 台まで）や705 0 B サブウーファーとの接続時に使用し 
まず。この端子からは音量調節された音声信号が出力されまず。 
デイジーチェーン接続ずる場合はマスター機のボリューム乂外（ス 
レーブ徽はフルに音量を上げた状態（時計回り）に固定してください。 
ずべての接続とセットアップが完了した時点で本体フロント•パネ 
ルの電源スイッチを ON にしてください。 


音量調節 

音量調整は接続ずるミキシング-コンソール側で行ラことを想定し 
ていまずが、フロント•パネルのボリューム•ノブを使っても行えまず。 

卜ーン.コントロール 

803 0 A は設置される場所や方法に適合させるために周波数特性を 
コントロールずる機能を持っていまず。リア.パネルにある4つの 
DIP スイッチの組み合せでこれを行いまず。工場出荷時は無響室 
でフラットな特性が得られる状態になっていまず。様々な音源を聞 
き比べてを意深く調整を行ってください。 


工場出荷時の設定は全部のスイッチが OFF 側にセットされていま 
ず。この卜ーン•コントロールを行ラときは、必ず一度、ずべての 
スイッチを OFF にしてから始めてください。音響測定などでキヤリ 
ブレーシヨンを実行したときに L ch と R ch でスイッチ設定が違つ 
ても音響的には正しい場合もありまず。 



表1:様々な音環境に対ずる卜ーン*コントロールのお奨設定 


スピーカーが設置まれる場所の音響届境 


音響反がのない無響室 

OFF 

OFF 

OFF 

吸音処理された部屋でフロアスタンドに設置 

OFF 

OFF 

OFF 

音響反射がある部屋でフロアスタンドに設置 

OFF 

■2dB 

OFF 

ニアフイールド/音声卓のメーターブリッジ上 

OFF 

■4dB 

OFF 

背面と壁の距離が近い場合 

OFF 

■6dB 

OFF 

70如 B サブウーファーと併用ずる場合 

上記参照 

上記参照 

ON 


7ウント 設置 時のを 意点 

設置時にスピーカー角度は正確に合わせてください。図1の音響 
軸を参考にして、リスニング位置にぴったりと合わせまず。また、 
できれば縦置きに設置ずることをお薦めしまず。縦置きにずればク 
ロスオーバー周波数付近の音響特性の乱れを最ル限にとどめるこ 
とができまず。 

ステレオ使用の場合は左右対称になるよラに設置してください。そ 
して、左右のスピーカーから等距離の位置で聴いてください。さら 
に、可能であれば部屋の中也位置で聴けるよラなセッティングをお 
薦めしまず。 

聴取ずる部屋の中では様々な音響反射が発生してしまいまず。ス 
ピーカーが再生ずる直接音とその部屋の音響反射による反射音が 
影響しあって干渉が起きた場合は、スピーカーの音質が著しく劣 
化してしまいまず。 8030 A は音響反射を減少させるお状に設計さ 
れていまずが、本体形がだけでは不十分な場合がありまず。この 
音響干渉をできるだけ避けるために、スピーカーのセッティングは 
とても大切でず。 

ミキシング-コンソールのメーターブリッジ上に設置ずるとコンソ 
—ルのパネル面からの音響反射が増えて音響干渉を起こずことが 
多くなりまず。これを避けるためには、スピーカー•アクセサリー 
の卓上スタンドやフロア- スタンドを使用ずることが有効でず。 


タンテナンス 

本機のパーツ交換等はユーザーが行うことを想定しておりません。修 

理やメンテナンスは必ず資格のあるサービスマンにご依頼ください。 

まをに関するを 意 事項 

8030 A は国際ま全基準に従って製造されておりまずが、ま也して 

使っていただくためには乂下の事項にごを意ください。 

.本体の分解や改造は大変危険でず。エンクロージャーを開けて 
内部を見ることも絶対にしないでください。 

•付属している電源ケーブルをお使いください。社外品の電源ケー 
ブルを使うことはお薦めしません。 

• 本体を水で濡らしたり、水分が付着した状態では使わないでくだ 
さい。 

•花瓶や水槽など水が入った容器を近くに置かないでください。 

•8030 A は85 dB SPL 乂上の音圧レベルを再生できまず。長時 
間の連続聴取で聴覚障害を引き起こず可能性がありまず。 

•スピーカー本体の後ろ側にはアンプ部の冷却のために空気が流 
れる空間が必要でず。 

•電源コードは電源コンセントにしっかりと差し込んで、緩みがな 
いか確認してください。 


スピーカーの背面と壁の距離は、最お限アンプ部の発熱が壁に伝 
わらない程度で、バスレフ-ポートをふさがない程度の隙間があ 
れば大丈夫でず。具体的には5 cm 乂上の空間があれば問題あり 
ません。ただし、動作時の部屋の温度が35でを越えないよラにし 
てください。背面と壁の距離が近くなるとお域のレベルが変化しま 
ずので、確認及び卜ーン-コントロールで低域を調整してください。 

7ウント方法の選択肢 

803 0 A を音響的に最適なポジションにセッティングずるために様々 
なアクセサリー類が用意されていまず。 

Iso-Pod TM (IsolationPositioner/Decoupler) は本体に標準装備さ 
れているもので、 エン クロージヤー下部に取り付けられていまず。 
振動を遮断ずる機能を持つと共に音響軸をリスニング-ポイントに 
向けて垂直方向の角度調整を正確に行えまず。 

アルミダイキヤスト製のエンクロージヤーには固定用のねじ巧があ 
りまず。底面に3/8インチ ( UNO のマイク•ホルダーと同じねじ巧、 
背面には M6X10 mm のねじ巧が 2 箇所あり、純正マウント金具 
などに適合しまず。その他、卓上スタンド、フロア•スタンド、天 
井取付け金具、壁取付金具等が用意されていまず。 
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図 4: 卜ーン•コントロールの 周波数特性 



システム • h — タル特性 

低域カットオフ周波数^55 Hz 
高域カットオフ周波数^21 kHz 
周波数特性58 Hz 〜20 kHz (±2.0 dB ) 

瞬間最大音圧レベル(100 Hz ~3 kHz ) y 00 dB SPL (@1 m )、 至106 dB SPL (@ 0.5 m ) 
定格音圧^ 97 dB SPL (@1 m ) 

ミュ—ジック.パワ— 至108 dB SPL (@1 m ) 

残留ノイズ•レベル ^10 dB ( A - WTD ) 

高調波歪（@1 m 、 的 dB SPL ) <2% (50 ~ 100 Hz )、 < 0.5% (100 Hz ~) 
ドライバー-ユニット順磁） 

ウーファー=130 mm コーン型 
ツィーター=19 mm メタルドーム型 
重量 5.6 kg 

外お寸法 ( WxHxD ) 189 x 285 x 178 mm ( Iso-Pod 付き高さ299 mm ) 

クロス オーパー •セクション 

入カコネクター XLR メス 10 kQ 、 バランス （2 き Hot ) 

出カコネクター XLR オス100 kQ 、 バランス（ 2 ま Hot ) 

入力 感度 -6 dBu (1 m 位置で 100 dB SP し音量ボリューム MAX 時） 

ボリユーム 調整範囲 -80 dB 〜00 (入カレベルによってはボリュームを絞り切っても 
音が漏れ聴こえる場合があります） 

クロスオーバー周波数 3.0 kHz 
Treble Tilt 可変 量- 2 dB 惦 15 kHz ) 

Bass Roll-off 可変 量 -6 dB 惦的 kHz 、 705 OB サブウーファー併用時に使用） 
Bass Ti け可変 量0、-2、-4、 -6 dB (@ 100 Hz ) 

工場出荷時設定 Treble Tilt/Bass Roll - off/Bass Tilt すべて OFF 、 ボリユ 
ーム位置 MAX 

パワーアンプ部巧性 （ドライバー.ユニットの保護のため出力制限回おあり） 

低域用パワーアンプ定格出力 40 W (8 Q ) 

高 域用パワーアンプ定格出力 40 W (8 0) 

歪特性 

THD ^ 0.05% 

SMPTE-IM ^ 0.05% 

CCIF-IM ^ 0.05% 

DIM 100 ^ 0.05% 

SN 比（最大出力基準） 

低域至 100 dB 
高域 ^lOOdB 
電源電圧 AC 100 V (±10%) 

消費電力 10 W (無信号時)、 80 W (最大出力時） 

仕様及び外観は予告なく変更になる場合があります。 


オプション，アク七サリー 

7050 B ステレオ推奨サブウーファー 

7060 B 5.1、 6.1 LEF 用サブウーファー 

8000 -402 B 壁取付金具ヴラック） 

8000 -402 W 壁取付金具（ホワィト） 

8030 -412 B 壁取付金具（ブラック） 

8030 -412 W 壁取付金具（ホワィト） 

8030 -435 B 天井壁取付金具ロラック） 

8030 -435 W 天井取付金具（ホワィト） 

8000 -406 17 cm 卓上スタンド 

8000 -409 B フロア•スタンド•ベース 

8030 -408 スタンド 固定 プレート （ 8 〇00- 4 〇犯と併用） 

8030 -422 2台収納ソフトケース 

品質な証 

8030 A は購入後2年]^乂内に製造上の問題が原因で故障した場合は無償修理 
いたします。修理等については購入された販売店またはオタリテック株式会社 
にお問い合わせください。 

オタリテック修理窓 □ 

干 169-0051 ま京都新宿区西早稲田 3-30-16 
オタリテック株式会社技術部サービス課 
TEL 03-6457-6022 / FAX 03-5285-5282 
電話受付時間平日9:10〜17:50 

修理依頼時の確認事項 

1. 型香803 0 A (八チゼロサンゼロエ ー) 

2. シリアル 番号（本体背面に表あ） 

3. 購入年月日/製品登録カードの有無 

4. お買い上げの販売店名 

5. ご使用時の電源電圧 

6. 故障の症状 

この取扱説明書はフィンランド GENELEC 社の許諾を受け、オタリテック株式会社がま語 
版" 803 0 A Operating Manual " (2011 年 3 巧発行）を翻訳*編集したものです。当社の許 
可無く複製すること、及び取扱説明書本来の目的と異なる巧達に使用することを禁止します。 
Japanese translation ©2011, 2012 Otaritec Corp . 
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